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引き続きトライアングルとハンドテーブルを掲げますので本レポートをワークシートとして利用してく

ださい。 

 

ナンバーオペレーションを幾何学的に捉えます。 

マトリックスを図形化してハンドテーブルと一緒に利用します。 

 

マトリックスとハンドテーブルを一体化して扱うといいでしょう。 

そうすることでハンドと数値構造が調和していると感じられるはずです。 

 

ハンドテーブルはすべてのグリッド（マス目）が埋まり縦・横の関係を見ると“ハンドチェーン”と見な

すことができます。 
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